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１

地
図
・
絵
図

曄
ようせん
仙画『尼崎鳥

ちょうかん
瞰図絵』　尼崎商工共和会　1940

　
絵
図
（
古
地
図
）
（
１
）　
あ
る
地
域
の
土
地
の
様
子
を
縮
尺
し
て

図
面
に
表
し
た
も
の
を
地
図
と
呼
び
ま
す
。
正
確
な
測
量
技
術

が
確
立
す
る
近
代
以
前
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
（
古
地
図
）
類
も

含
ま
れ
ま
す
。
律
令
国
家
が
諸
国
に
作
成
を
命
じ
た「
国
郡
図
」

や
中
世
の
荘
園
絵
図
、
近
世
の
国く

に
え
ず

絵
図
・
村
絵
図
・
町
絵
図
・

城
下
絵
図
な
ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

現
尼
崎
市
域
に
関
わ
り
の
深
い
古
代
の
荘
園
絵
図
と
し

て
、
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
に
東
大
寺
の
所
領
と
な
っ
た

猪い
な
の
し
ょ
う

名
荘
（
現
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
周
辺
）
の
土
地
に
つ
い
て
記
録
し
た

「
摂せ

っ
つ
し
き

津
職
河か
わ
の
べ
ぐ
ん

辺
郡
猪い
な
し
ょ

名
所
地ち

ず図
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
が

あ
り
ま
す
。
奈
良
時
代
の
原
本
の
写
し
で
、
平
安
時
代
後
期

（
一
二
世
紀
頃
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
条
里
制
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
、
一
区
画
ご
と
の
坪
番

号
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
区
画
に
よ
っ
て
は
地
名
や
田
地
等
の
面

積
・
生
産
等
級
（
上
・
中
・
下
）
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
た
、
現

存
す
る
市
域
最
古
の
地
図
で
す
。
本
書
第
Ⅰ
部
に
図
版
を
掲
載

し
て
お
り
、『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』
古
代
編
第
二
節
３
「
猪
名

荘
の
成
立
と
地
域
開
発
」、
４
「
猪
名
荘
絵
図
を
歩
く
」
に
く

わ
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
世
の
市
域
を
記
録
す
る
絵
図
と
し
て
寺
町
・

大
覚
寺
所
蔵
の
二
点
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
作
成
の
「
大

覚
寺
絵
図
」と
永
享
七
年（
一
四
三
五
）作
成
と
考
え
ら
れ
る「
大

覚
寺
敷
地
四
方
図
」、
加
え
て
京
都
・
大
徳
寺
所
蔵
で
室
町
末

か
ら
戦
国
期
作
成
と
推
定
さ
れ
る
「
広
徳
寺
絵
図
」
の
計
三
点

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
２
）
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
日
本
荘
園
絵

図
聚
影
』
四
・
近
畿
三
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）
に
図

版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、本
書
で
は
こ
の
う
ち
「
大
覚
寺
絵
図
」

を
第
Ⅰ
部
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

近
世
に
入
る
と
、
絵
図
の
種
類
は
多
様
化
し
ま
す
。

　

幕
府
が
主
導
し
て
全
国
で
作
成
さ
れ
た
国
絵
図
は
、
数
度
に

わ
た
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
別
・
郡
別
の
石こ

く
だ
か高
・
村

名
・
町
名
・
村
高
・
街
道
・
一
里
塚
等
が
記
さ
れ
、
旧
国
単
位

の
地
勢
を
知
る
う
え
で
の
基
本
図
と
い
え
ま
す
。
慶
長
一
〇
年

（
一
六
〇
五
）
作
成
の
「
摂
津
国
絵
図
」（
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館

所
蔵
）
は
、
摂
津
地
域
に
お
け
る
も
っ
と
も
古
い
国
絵
図
で
あ

り
、
村
高
を
記
し
た
史
料
と
し
て
も
最
古
の
も
の
で
す
。

　

加
え
て
近
世
に
は
、
村
絵
図
・
町
絵
図
・
城
下
絵
図
と
い
っ

た
、
支
配
の
単
位
や
用
途
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
図
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
研
究
史
料
館
は
、
市
内
の
旧

家
か
ら
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
、
あ
る
い
は
購
入
等
に
よ
り
収
集

し
た
古
文
書
類
を
多
く
収
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
隣

接
す
る
村
同
士
で
取
水
の
取
り
決
め
を
行
な
う
際
な
ど
に
作
成

す
る
水
利
絵
図
や
、
田
地
の
区
画
ご
と
の
等
級
・
面
積
・
年
貢

高
等
を
記
す
一い

っ
ぴ
つ
か
ぎ
り

筆
限
り
絵
図
、
あ
る
い
は
町
役
人
ら
が
区
画
ご

と
の
屋
敷
地
を
記
録
す
る
沽こ

け
ん券
図
、
尼
崎
城
を
中
心
に
城
下
町

の
都
市
域
を
描
い
た
城
下
絵
図
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
古
代
・
中

世
と
比
べ
て
種
類
が
多
様
な
ば
か
り
で
な
く
、
個
々
の
絵
図
の

色
彩
や
表
現
も
豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

本
書
第
Ⅲ
部
第
四
章
「
尼
崎
の
近
世
」
第
二
節
〈
史
料
編
〉
に
、

そ
れ
ぞ
れ
項
目
を
た
て
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

手
描
き
の
絵
図
と
は
別
に
、
木
版
印
刷
さ
れ
た
板
行
図
が
登

場
す
る
の
も
近
世
の
特
徴
で
す
。
流
通
経
済
の
発
達
に
と
も
な

う
地
域
間
交
流
の
活
発
化
、
諸
国
名
所
・
観
光
案
内
需
要
な
ど

に
応
じ
た
も
の
で
、
板
行
の
摂
津
国
絵
図
と
し
て
現
存
す
る
最

古
の
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）「
摂
津
国
名
所
大
絵
図
」
が
、
人

文
社
か
ら
翻
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
３
）

　
近
代・現
代
の
地
図　
近
代
に
入
る
と
測
量
技
術
が
発
達
し
、

よ
り
正
確
な
地
図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
明
治

初
年
か
ら
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
地
租
改
正
に
と
も
な
い
全
国

で
地
籍
図
が
作
成
さ
れ
、
土
地
台
帳
の
基
礎
図
と
な
り
ま
し
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た
。
ま
た
同
じ
時
期
、
正
確
な
地
図
を

作
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
三
角
点
の

整
備
が
始
ま
り
、
陸
軍
に
よ
る
日
本
全

国
の
地
形
図
編
成
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
作
成
の
地
図
も
、
多
く
刊
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
街
地
図
を

は
じ
め
、
地
域
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
表
現
し
た
詳
細
な
地
図
が
作

ら
れ
る
ほ
か
、
観
光
名
所
や
都
市
部
の

主
要
建
物
等
を
強
調
し
て
立
体
的
に
描

く
鳥ち

ょ
う
か
ん
ず

瞰
図
な
ど
の
よ
う
に
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
特
徴
的
な
地
図
も
登
場
し

ま
す
。
現
代
に
入
る
と
刊
行
地
図
の
多

様
性
は
さ
ら
に
増
し
、
官
民
と
も
に
数

多
く
の
地
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
近
代
・
現
代
の
お
も
な
地
図

を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
や
、
地
図
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
籍
図
と
公
図（４
）
　
宅
地
そ
の
他
の
土

地
取
引
や
、
相
続
の
際
の
不
動
産
登
記

で
は
、
旧
土
地
台
帳
付
属
地
図
で
あ
る

「
公
図
」
が
、
土
地
の
境
界
や
各
筆
の

地
番
な
ど
の
具
体
的
な
重
要
証
拠
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
公
図
と
し
て
、

明
治
前
半
期
に
調
製
さ
れ
た
地
籍
図

類
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
も
と
に
作
成
・

補
訂
さ
れ
た
図
面
が
、
現
在
に
至
る
ま

で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

い
ず
れ
の
地
籍
図
も
、
帳
簿
記
載
地
所

一
筆
ご
と
の
所
在
を
確
認
す
る
た
め
の
図
で
あ
り
、
地
所
の
境

界
確
定
に
は
不
向
き
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
公
布
・
施
行
の
国

土
調
査
法
に
も
と
づ
く
「
地
籍
図
」（
国
土
交
通
省
所
管
）
及
び
、

昭
和
三
五
年
の
不
動
産
登
記
法
改
正
に
よ
り
同
法
第
一
七
条
に

規
定
さ
れ
た
「
登
記
所
に
備
え
る
べ
き
地
図
」（
法
務
省
所
管
、

平
成
一
六
年
―
二
〇
〇
四
―
改
正
以
降
は
第
一
四
条
に
規
定
）
が
、

厳
密
な
測
量
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
二
六

年
度
末
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
全
国
進
捗
率
は
、
五
一
％
で
す

（
国
土
交
通
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
が
、
現
代

に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

地
籍
図
は
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
事
業
に
よ
り
四
種
類
に
区

分
で
き
ま
す
。
事
業
ご
と
に
図
の
主
題
（
作
成
目
的
や
表
現
の
主

点
）
が
異
な
る
ほ
か
、作
成
の
実
務
が
府
県
に
任
さ
れ
た
結
果
、

一
間
＝
六
尺
で
は
な
い
寸
法
を
用
い
た
図
や
、
一
反
が
三
〇
〇

歩
で
は
な
く
二
五
〇
歩
、
あ
る
い
は
四
二
〇
歩
な
ど
と
す
る
図

を
作
成
し
た
地
方
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
地
籍
図
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
作
成
さ
れ
た
事
業
と
そ
の
地
方
の
基
準
（
県

布
達
で
ひ
な
形
な
ど
を
示
す
）
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
「
壬じ

ん
し
ん申
地
券
地
引
絵
図
」
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
開
始
の

壬
申
地
券
発
行
事
業
に
よ
り
作
成
、
面
積
・
石こ

く
も
り盛

（
標
準
収

穫
量
見
積
高
）
は
近
世
検
地
帳
類
に
準
拠

②
「
地
租
改
正
地
引
絵
図
」
明
治
六
年
公
布
の
地
租
改
正
法
に

も
と
づ
く
改
正
事
業
に
よ
り
作
成
（
面
積
は
近
世
検
地
帳
類
に

準
拠
、
一
部
実
測
）

③
「
地
籍
地
図
」
地
租
改
正
と
同
時
期
開
始
の
内
務
省
地
籍
編

成
事
業
に
よ
り
作
成
（
民
有
・
官
有
全
地
所
に
地
番
付
与
）

④
「
更
正
地
図
」
明
治
一
八
年
実
施
の
地じ
お
し押
調
査
事
業
に
よ
り

作
成
（
全
地
所
の
測
量
実
施
）

「
地
籍
地
図
」
の
一
例　

道
路
敷
に
地
番
が
付
与
さ
れ
、
畦あ
ぜ

の
面
積
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
一
一
年「
兵
庫
県
管
下
摂
津
国
武
庫
郡
道ど

い意
新
田
地
図（
字
限
り
図
）」（
西
村
亀ひ
さ
し

氏
文
書
）

　

こ
れ
ら
の
絵
図
・
地
図

は
、
い
ず
れ
も
地
引
帳
・

土
地
台
帳
と
い
う
帳
簿
に

添
え
ら
れ
た
図
で
す
。
つ

ま
り
い
ず
れ
の
地
籍
図
も

帳
簿
記
載
の
地
所
一
筆
ご

と
の
所
在
を
漏
れ
な
く
確

認
す
る
の
が
主
題
の
図
で

あ
り
、縮
尺
は
定
め
て
も
、

建
物
や
機
械
の
設
計
図
の

よ
う
に
形
状
や
面
積
を
正

確
に
表
現
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
村

絵
図
」「
字あ

ざ

別
図
」「
一
筆

図
」
と
い
う
三
種
の
図
を

作
成
す
る
の
が
基
本
で
す

が
、
す
べ
て
の
町
村
で
三

種
類
作
成
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
絵
図
は
、
作

成
主
題
・
時
期
に
応
じ
て

記
載
内
容
が
異
な
り
ま

す
。
た
と
え
ば
①
に
は
、

江
戸
時
代
と
同
じ
土
地

の
地
位
等
級
（
上
田
、
中

畑
な
ど
）
と
面
積
が
記
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
の
地
租

改
正
に
よ
り
、
地
価
の
基

準
と
な
る
新
た
な
地
位
等

級
（
田
三
等
、畑
五
等
な
ど
）

が
定
め
ら
れ
、
②
に
は
こ
の
等
級
が
記
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
①
②
は
、
地
租
賦ふ

か課
の
た
め
民
有
地
を
漏
れ
な
く
把
握

す
る
の
が
主
目
的
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
田
畑
の
畦け

い
は
ん畔
・
法の
り
め
ん面

は
除
外
、
官
有
の
道
路
・
堤て

い
と
う塘
・
沼し
ょ
う
た
く
ち

沢
地
は
見
取
り
図
程
度
に

位
置
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
す
が
、
③
は
官
有
・
民
有
す
べ
て
の

地
所
を
対
象
と
し
、
官
有
地
の
施
設
等
に
も
地
籍
番
号
（
地
番
）

を
付
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。
地
籍
番
号
は
、
地
租
改
正
の
民

有
地
番
号
に
続
け
て
町
村
全
体
を
通
し
番
号
と
す
る
場
合
と
、

字
限
り
の
番
号
に
付
け
直
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
尼
崎
町
の
場

合
は
各
町
限
り
の
通
し
番
号
で
、
例
え
ば
大だ

い
も
つ物
町
は
一
番
か
ら

二
八
九
番
、
築
地
町
な
ら
一
番
か
ら
四
二
〇
番
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

④
は
、
地
租
改
正
事
業
で
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
地
所
の

丈じ
ょ
う
り
ょ
う
量
（
測
量
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
測
量
法
は
江
戸

時
代
以
来
の
三
斜
法
（
多
角
形
か
ら
な
る
土
地
を
三
角
形
に
分
割

し
て
面
積
を
求
め
る
）
で
統
一
さ
れ
、
住
民
み
ず
か
ら
測
量
・

製
図
を
担
当
し
た
地
区
で
は
、
現
場
の
実
測
値
メ
モ
（
丈
量
帳
）

と
地
所
一
筆
ご
と
の
丈
量
絵
図
の
控
え
が
村
方
文
書
に
残
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
形
図　
京
阪
神
地
方
の
も
っ
と
も
初
期
の
地
形
図
は
、

明
治
一
七
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局

（
明
治
二
一
年
以
降
は
陸
地
測
量
部
）
が
行
な
っ
た
測そ
く
ず図
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
、
九
四
面
の
図
幅
か
ら
な
る
二
万
分
の
一
図
で
す
。

こ
の
時
期
、
全
国
的
に
三
角
点
・
水
準
点
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
各
地
の
地
形
図
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
正
確
な
三
角
測
量

に
よ
り
順
次
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
地
方
と
京
阪
神
地
方
で

は
、三
角
測
量
の
成
果
を
待
た
ず
早
期
に
地
形
図
が
作
成
さ
れ
、

関
東
地
方
の
も
の
が
迅
速
図
、
京
阪
神
地
方
の
も
の
が
仮
製
図

（
ま
た
は
仮
製
地
形
図
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
都
市
化
が
本
格
化

す
る
以
前
の
、
比
較
的
早
い
時
期
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

大
日
本
帝
国
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
明
治
一
八
年
測
量　

二
万
分
の
一
仮
製
地
形
図
「
尼
崎
」
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、
近
世
後
期
の
土
地
の
面
影
を
よ
く
残
し

て
い
る
地
図
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
正
式
図
が
作
成
さ
れ
、
仮
製
図
と
置
き
換

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
数
年
か
ら
十
数
年
間

隔
で
測
図
・
修
正
を
重
ね
、
戦
後
は
地
理
調

査
所
（
昭
和
三
〇
年
国
土
地
理
院
と
改
称
）
に

引
き
継
が
れ
、
現
在
も
刊
行
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

地
形
図
に
は
、
一
万
分
の
一
、二
万
五
千

分
の
一
（
明
治
初
期
は
二
万
分
の
一
）、
五
万

分
の
一
の
縮
尺
が
あ
り
ま
す
。
小
河
川
や
集

落
の
位
置
、
市
街
地
か
田
地
か
と
い
っ
た
土

地
の
具
体
的
な
地
理
・
地
形
を
調
べ
る
際
に

は
、
一
万
分
の
一
、二
万
分
の
一
、二
万
五
千

分
の
一
な
ど
の
大
縮
尺
の
地
形
図
を
利
用
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
広
域
を
流
れ
る
大
河

川
の
流
路
や
鉄
道
・
街
道
な
ど
の
交
通
網
、

都
市
相
互
の
位
置
関
係
な
ど
広
域
の
情
報
を

得
る
に
は
、
五
万
分
の
一
が
有
効
で
す
。

　

史
料
館
は
、こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
縮
尺
・

年
代
の
地
形
図
を
所
蔵
し
て
お
り
、
閲
覧
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
が
、

地
図
原
本
を
参
照
す
る
の
が
つ
ね
に
最
適
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
二
万
分
の
一
図
の
場
合
、

現
市
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
す
る
と
、

複
数
の
図
幅
を
組
み
合
わ
せ
て
見
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、『
尼
崎
市
史
』
第

三
巻
の
付
図
１
「
尼
崎
市
域
図
」
は
、
明
治

四
二
年
測
図
の
地
形
図
を
合
成
し
て
お
り
、

市
域
全
体
を
一
枚
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
初
期
の
仮
製
図
を
翻
刻
し
て
い
る
の
が
、
柏

書
房
刊
行
の
『
明
治
前
期
関
西
地
誌
図
集
成
』（
一
九
八
九
）
で

す
。
縮
尺
二
万
分
の
一
を
現
行
の
二
万
五
千
分
の
一
に
編
集
し

直
し
、
京
阪
神
地
方
を
網
羅
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
便
利
な
基

本
文
献
と
い
え
ま
す
。

　

刊
行
版
の
地
図
に
加
え
て
、
近
年
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
提

供
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
、
各
年
代
の
地
形
図
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
街
地
図　
お
も
に
市
区
町
な
ど
の
行
政
区
域
を
単
位
と

し
、
市
街
地
化
し
た
エ
リ
ア
の
街
区
、
町
名
地
番
・
住
居
表

示
、
道
路
・
鉄
道
等
の
交
通
機
関
、
官
公
庁
・
学
校
等
の
公
共

施
設
、
工
場
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
主
要
施
設
を
記
す
、
も
っ
と

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
地
図
で
す
。
市
な
ど
行
政
機
関
が
刊
行
し
て

い
る
ほ
か
、
民
間
か
ら
も
多
く
刊
行
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

史
料
館
が
所
蔵
す
る
現
市
域
の
も
っ
と
も
初
期
の
市
街
地
図

は
、
明
治
四
二
年
に
酒
見
泉
金
堂
・
吉
原
文
栄
堂
が
刊
行
し
た

「
尼
崎
町
明
細
新
地
図
」
で
す
。
こ
れ
以
降
も
数
多
く
の
市
街

地
図
が
作
ら
れ
て
お
り
、
新
旧
の
市
街
地
図
や
他
の
種
類
の
地

図
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
変
化
を
読
み
取
り
、
あ
る

い
は
そ
の
時
代
の
具
体
的
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
街
地
図
が
作
ら
れ
る
の
は
都
市
化
・
市
街
地
化

が
み
ら
れ
る
エ
リ
ア
に
限
ら
れ
ま
す
。
旧
尼
崎
城
下
を
中
心
と

す
る
尼
崎
町
域
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
市
制
が
施
行
さ

れ
た
尼
崎
市
域
、
同
様
に
都
市
化
が
は
や
く
最
初
に
尼
崎
市
と

合
併
す
る
小
田
村
域
に
つ
い
て
は
、
昭
和
戦
前
期
以
前
に
市
街

地
図
に
類
す
る
地
図
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
以
外
、
つ
ま

り
大お

お
し
ょ
う庄・
立
花
・
武
庫
村
域
（
昭
和
一
七
年
に
尼
崎
市
に
合
併
）

と
園
田
村
域（
昭
和
二
二
年
合
併
）で
は
ほ
ぼ
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、

明
治
四
二
年
「
尼
崎
町
明
細
新
地
図
」（
酒
見
泉
金
堂
・
吉
原
文
栄
堂
）

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
尼
崎
最
古
の
市
街
地
図

こ
れ
ら
の
区
域
で
市
街
地
図
が
登
場
す
る
の
は
尼
崎
市
と
の
合

併
以
降
、
多
く
は
戦
後
作
成
に
な
り
ま
す
。

　
土
地
宝
典　
明
治
期
以
降
、
登
記
所
や
市
町
村
役
場
の
公

図
と
土
地
台
帳
を
合
体
・
編
集
し
た
「
土
地
宝
典
」
と
呼
ば
れ

る
地
図
帳
が
、
行
政
区
域
の
単
位
で
各
地
で
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
現
尼
崎
市
域
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
帝
国
市
町
村
地
図
刊

行
会
が
昭
和
一
二
年
に
『
尼
崎
市
土
地
宝
典
』
を
刊
行
し
、
以

後
昭
和
一
六
年
ま
で
に
市
域
各
村
分
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
、
史
料
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

域
や
村
域
を
図
面
に
表
示
し
得
る
一
定
の
広
さ
の
区
域
に
分
割

し
、
大お

お
あ
ざ字
・
小こ
あ
ざ字
ま
た
は
町
名
、
区
画
ご
と
の
地
番
・
地
目
・

面
積
・
賃
貸
価
格
の
等
級
な
ど
を
記
し
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
土
地
所
有
者
名
を
記
す
土
地
宝
典
の
刊

行
例
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
戦
後
の
住
宅
地
図
に
近
い
内
容
と

な
り
ま
す
が
、
現
市
域
の
土
地
宝
典
に
は
土
地
所
有
者
名
を
記

す
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
市
街
地
図
や
地
形
図
と

比
較
し
た
場
合
、
格
段
に
詳
細
な
密
度
で
区
画
・
地
番
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、先
祖
調
べ
に
お
け
る
居
住
地
の
確
認
な
ど
、

住
所
記
載
・
地
番
を
も
と
に
し
た
区
画
の
特
定
に
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
地
図
史
料
と
い
え
ま
す
。

　
都
市
計
画
図　
国
内
各
地
の
都
市
化
の
進
展
に
と
も
な
い
都

市
計
画
が
立
案
・
施
行
さ
れ
る
時
代
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る

地
図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
尼
崎
市
の
場
合
は
大
正

一
二
年
に
都
市
計
画
法
施
行
対
象
都
市
に
指
定
さ
れ
、
大
正

一
三
年
に
は
当
時
の
尼
崎
市
域
と
小
田
・
大
庄
・
立
花
・
武
庫
・

園
田
の
五
村
の
区
域
（
現
尼
崎
市
域
）
が
尼
崎
都
市
計
画
区
域

と
決
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
以
降
、「
尼
崎
都
市
計
画
地
域
指

定
参
考
図
」（
一
九
三
〇
）
や
「
尼
崎
都
市
計
画
地
域
及
工
業
専

用
地
区
図
」（
一
九
四
二
）
と
い
っ
た
、
計
画
を
表
示
す
る
地
図

が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
地
図
は
専
用
の
都
市
計
画
図
と
し
て
作

成
・
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
地
形
図
を
ベ
ー
ス

図
と
し
て
利
用
し
、そ
の
上
に
計
画
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
昭
和
二
〇
年
代
以
降
は
、
都
市
計
画
図
の
ベ
ー
ス

と
な
る
白
地
図
と
、
そ
の
う
え
に
都
市
計
画
道
路
、
用
途
地
域

区
分
な
ど
を
記
載
し
た
都
市
計
画
図
が
、
自
治
体
ご
と
に
作
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
各
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
に
公
開
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

尼
崎
市
の
場
合
、
前
者
の
白
地
図
を
「
都
市
計
画
図
（
都
市

計
画
基
本
図
）」
と
呼
称
し
、
昭
和
二
〇
年
代
以
降
刊
行
し
て
き

ま
し
た
。
一
方
尼
崎
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
白
地
図
と

都
市
計
画
内
容
を
書
き
込
ん
だ
図
を
明
瞭
に
区
別
す
る
た
め
、

前
者
を
「
地
形
図
」、
後
者
を
「
都
市
計
画
図
」
と
呼
称
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
。
史
料
館
で
は
、
従
来
の
刊
行
物
版
の
呼
称

に
し
た
が
い
両
者
を
総
称
し
て
「
都
市
計
画
図
」
に
分
類
し
て

お
り
、
以
下
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
基
本
図
（
白
地
図
）
は
、
地
形
図
と
同
様
、
地
形

や
街
区
、交
通
機
関
等
の
施
設
や
建
物
な
ど
を
記
載
し
て
お
り
、

尼
崎
市
が
お
お
む
ね
五
～
一
〇
年
ご
と
に
作
成
す
る
も
っ
と
も

正
確
な
市
域
の
基
本
図
で
す
。
市
域
全
体
を
一
枚
に
収
め
た
縮

尺
二
万
五
千
分
の
一
及
び
一
万
分
の
一
の
も
の
と
、
市
域
を

二
〇
数
図
に
分
割
し
た
二
千
五
百
分
の
一
の
も
の
（
昭
和
二
九

年
の
シ
リ
ー
ズ
の
み
三
千
分
の
一
）
が
あ
り
ま
す
。
地
形
図
よ
り

も
さ
ら
に
大
縮
尺
な
の
で
、
各
時
代
の
地
域
の
様
子
を
よ
り
詳

細
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
基
本
図
に
、
都
市
計
画
道
路
や
用
途
地
域
区
分
な
ど
都

市
計
画
の
内
容
を
カ
ラ
ー
で
表
示
し
て
、
都
市
計
画
図
が
作
成

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
市
の
各
部
局
が
立
案
・
遂
行
す

る
施
策
の
計
画
図
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
記
録
す
る
現
況
図

（
学
校
区
域
図
、
道
路
網
図
、
公
園
配
置
図
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
等

分
布
図
、
各
種
施
設
分
布
図
等
）
の
ベ
ー
ス
図
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、
史
料
館
が
収
集
・
保
存
す
る
こ
れ
ら
各
種
の
主
題

図
に
よ
り
、
各
年
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
宅
地
図　
各
戸
の
表
札
表
示
・
郵
便
受
け
記
載
な
ど
に

よ
り
居
住
者
名
を
記
録
す
る
住
宅
地
図
を
、
民
間
事
業
者
が
刊

行
す
る
の
は
戦
後
、
昭
和
二
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
尼
崎

市
域
の
住
宅
地
図
で
、
史
料
館
が
所
蔵
す
る
も
っ
と
も
刊
行
年

が
早
い
も
の
は
、
小
田
地
区
・
立
花
地
区
・
武
庫
地
区
・
園
田

地
区
が
昭
和
三
一
年
、
本
庁
地
区
（
現
中
央
地
区
）・
大
庄
地
区

が
昭
和
三
二
年
で
す
。
い
つ
頃
か
ら
毎
年
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
不
明
で
す
が
、
昭
和
五
〇
年
代
以
降
は
各
年
の
住
宅

地
図
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

市
域
の
住
宅
地
図
の
分
冊
の
仕
方
や
縮
尺
等
は
、
刊
行
年
や

刊
行
主
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
近
年
は
、
市
域
北
部
と
南

部
の
二
分
冊
、
縮
尺
一
、五
〇
〇
分
の
一
の
も
の
が
ゼ
ン
リ
ン

か
ら
継
続
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
史
料
館
で
は
こ
れ
を
揃
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
住
宅
地
図
の
上
に
、
不
動
産
登
記
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
地
番
表
示
を
青
色
で
重
ね
て
表
示
し
た
の
が
、
ブ
ル
ー

マ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
地
図
帳
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

地
図
と
同
じ
く
、
居
住
者
名
を
記
し
た
住
宅
地
図
に
類
す
る
地

図
と
し
て
、
日
本
特
殊
地
図
協
会
が
大
阪
府
域
・
阪
神
地
域
で

刊
行
す
る
「
詳
細
図
（
町
内
地
図
）」
が
あ
り
ま
す
。
尼
崎
市
域

で
は
、
各
社
会
福
祉
連
絡
協
議
会
の
区
域
図
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
鳥ち

ょ
う
か
ん
ず

瞰
図　
対
象
を
上
空
か
ら
垂
直
に
見
る
の
で
は
な
く
、

鳥
の
目
線
で
斜
め
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
て
描
く
鳥
瞰
図
法
は
、

古
く
か
ら
世
界
各
地
で
用
い
ら
れ
た
絵
画
手
法
で
す
。
日
本
で

も
、
古
代
・
中
世
の
神
社
仏
閣
図
や
洛
中
洛
外
図
、
近
世
の
名
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所
案
内
図
な
ど
に
、
こ
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現

尼
崎
市
域
を
描
い
た
近
世
の
鳥
瞰
図
と
し
て
は
、
近
世
後
期
の

「
尼
崎
城
下
風
景
図
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
、『
図
説
尼
崎
の

歴
史
』
上
巻
グ
ラ
ビ
ア
掲
載
、本
書
第
Ⅲ
部
第
四
章
第
三
節
〈
実
践
編
〉

２
に
内
容
解
説
）
や
秋
里
籬り
と
う島
編
『
摂
津
名
所
図ず

え会
』（
一
七
九
六

～
一
七
九
八
）
が
あ
り
ま
す
。

　

近
代
に
入
る
と
、
観
光
案
内
の
鳥
瞰
図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
と
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
後
初
期
に
活
躍
し

た
画
家
・
吉
田
初
三
郎
が
編
み
出
し
た
、
観
光
地
や
都
市
を
大

胆
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
一
望
で
き
る
よ
う
に
描
く
手
法
の
図
は

「
初
三
郎
図
」
と
呼
ば
れ
、
大
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　

尼
崎
市
域
を
描
い
た
鳥
瞰
図
は
三
枚
残
っ
て
い
ま
す
。
尼
崎

商
工
共
和
会
刊
行
『
大
尼
崎
鳥
瞰
図
』（
一
九
三
三
）、『
大
尼
崎

鳥
瞰
図
絵
』（
一
九
三
五
）、『
尼
崎
鳥
瞰
図
絵
』（
一
九
四
〇
、
本

項
タ
イ
ト
ル
画
像
）
が
そ
れ
で
、
作
者
は
い
ず
れ
も
牧
生せ
い
き騏

（
本

名
・
牧
喜
世
蔵
）
で
す
。
曄よ
う
せ
ん仙
と
も
号
し
、
三
枚
の
う
ち
後
年

の
二
枚
は
曄
仙
名
義
で
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牧
が
描
い
た

『
大
尼
崎
鳥
瞰
図
』
の
原
画
は
史
料
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、『
図

説
尼
崎
の
歴
史
』
下
巻
グ
ラ
ビ
ア
に
画
像
を
掲
載
し
て
い
ま
す

（〝
ウ
ェ
ブ
版
図
説
尼
崎
の
歴
史
〟
に
は
刊
行
物
版
も
掲
載
）。

　

尼
崎
市
域
に
林
立
す
る
工
場
・
企
業
や
商
店
、
公
共
施
設
な

ど
を
名
称
を
付
し
て
描
い
て
お
り
、
工
業
都
市
と
し
て
隆
盛
を

迎
え
る
昭
和
戦
前
期
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
尼
崎
市
域
の
み
を
描
い
た
吉
田
初
三
郎
の
作
品
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
尼
崎
市
域
を
含
む
阪
神
地
方
を
描
い
た
も
の
と

し
て
は
、
阪
神
上
水
道
市
町
村
組
合
刊
行
の
鳥
瞰
図
「
阪
神
上

水
道
市
町
村
組
合
」（
一
九
五
二
頃
）
が
あ
り
ま
す
。

　
お
わ
り
に　
こ
の
ほ
か
、
史
料
館
で
は
バ
ス
・
鉄
道
路
線

図
、
文
化
財
分
布
図
、
観
光
マ
ッ
プ
、
防
災
マ
ッ
プ
、
街
並
み

復
元
図
や
回
想
図
な
ど
、
現
尼
崎
市
域
に
関
す
る
多
種
多
様
な

　

同
じ
種
類
の
地
図
を
年
代
ご
と
に
見
比
べ
る
と
、
時
代
を

追
う
に
つ
れ
て
町
が
変
化
す
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

〈
明
治
後
期
〉
城
下
町
の
北
側
の
地
域
に
は
、
田
園
地
帯
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
か
ら
神
崎
を
経
て
西
宮
へ
抜
け

る
旧
国
道
が
城
下
町
を
東
西
に
通
り
抜
け
て
お
り
、
旧
尼

崎
城
の
内う

ち
ぼ
り濠
が
本
丸
跡
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

〈
大
正
期
〉
都
市
化
の
進
展
や
人
口
の
増
大
が
、
公
共
用
地

の
不
足
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
旧
城
の
内
濠
埋

め
立
て
が
進
め
ら
れ
、
学
校
敷
地
拡
充
や
市
役
所
な
ど
公

共
施
設
の
用
地
に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
周
辺
に
は
工
場
や

社
宅
が
徐
々
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
阪
神
本

線
以
北
は
依
然
と
し
て
農
地
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

「尼崎町明細新地図」酒見泉金堂・吉原文栄堂　1909（部分）

「尼崎市内及附近実測図」1920（刊行主体不詳、部分）

地
図
類
を
収
集
し
、
保
存
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
図
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
地
理
・
地
形
や
都
市
化
の
様
相
、

地
域
の
課
題
や
人
々
の
関
心
の
所
在
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
さ
ら
に
、
時
系
列
に
沿
っ
て
地
図

を
見
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
・
テ
ー
マ
の
変
化
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
写
真
史
料
や
刊
行
物
、
文
書
史

料
な
ど
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

情
報
は
、
さ
ら
に
幅
広
く
豊
富
に
な
り
ま
す
。
地
図
史
料
を
存

分
に
活
用
し
て
、
調
査
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〔
注
〕

（
１
）
金き
ん
だ田
章あ
き
ひ
ろ裕
・
上
杉
和か
ず
ひ
ろ央
『
日
本
地
図
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
）
は
、「
絵
図
」
の
語
は
限
定
的
対
象
・
時
代
に
対

し
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
近
代
地
図
成
立
以
前
の
地
図

の
総
称
と
し
て
は
「
古
地
図
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
本
項
は
同

書
の
見
解
を
認
め
つ
つ
、
取
り
あ
げ
る
尼
崎
地
域
の
近
世
以
前

の
地
図
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
絵
図
」
で
あ
る
こ
と
を
加
味
し
て
、

読
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
慣
用
的
表
現
と
し
て
「
絵
図
」

を
「
古
地
図
」
と
同
義
に
扱
う
。

（
２
）
奥
野
中
彦
「
中
世
尼
崎
の
絵
図
を
め
ぐ
っ
て
―
中
世
「
敷

地
絵
図
」の
歴
史
的
性
格
―
」（『
地
域
史
研
究
』第
八
巻
第
一
号
、

一
九
七
八
・
七
）
が
、
こ
れ
ら
三
点
の
中
世
絵
図
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。

（
３
）
日
本
地
図
選
集
第
一
一
巻
『
江
戸
時
代
日
本
国
絵
図
選
要
』

（
人
文
社
、
一
九
七
八
）

（
４
）
こ
の
項
に
関
す
る
参
考
文
献
と
し
て
、
次
の
二
冊
を
あ
げ

る
。
桑
原
公
徳
『
地
籍
図
』（
学
生
社
、
一
九
七
六
）、
佐
藤
甚

次
郎
『
公
図
読
図
の
基
礎
』（
古
今
書
院
、
二
〇
〇
四
）

〔
執
筆
者
〕
地
域
研
究
史
料
館
（
担
当　

坂さ
か
え江
愛あ
い

「
地
籍
図
と

公
図
」
以
外
の
す
べ
て
／
中な
か
む
ら村
光み
つ
お夫
「
地
籍
図
と
公
図
」）

〈
昭
和
初
期
〉
昭
和
元
年
一
二
月
、
阪
神
本
線
の
北
側
に
阪

神
国
道
（
現
国
道
二
号
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
旧
国
道
は

一
～
三
間
と
道
幅
の
狭
い
道
路
で
し
た
が
、
新
た
に
道
幅

一
五
間
の
新
設
道
路
が
東
西
を
結
び
、
国
道
電
車
も
開
通

し
ま
し
た
。
沿
線
開
発
も
進
め
ら
れ
、
大
正
期
以
前
は
田

園
地
帯
で
あ
っ
た
場
所
に
、
新
た
な
街
区
が
出
現
し
て
い

ま
す
。
旧
城
の
濠
は
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

〈
昭
和
一
〇
年
代
〉
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
店
舗
・
商
業

施
設
名
を
記
す
め
ず
ら
し
い
地
図
で
す
。「
大
日
本
職
業

別
明
細
図
」
と
称
し
、
商
店
や
旅
館
、
映
画
館
な
ど
の
広

告
を
載
せ
て
、
当
時
各
地
の
版
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧

国
道
沿
い
の
本ほ

ん
ま
ち町
通
商
店
街
に
は
多
く
の
店
舗
が
軒
を
連

ね
、
繁
栄
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

「尼崎市街明細全図」吉原文栄堂　1932（部分）

「大日本職業別明細図・尼崎市街図」東京交通社　1936（部分）

市
街
地
図
に
み
る
旧
尼
崎
城
下
周
辺
の
市
街
地
形
成
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航
空
写
真

第
二
節
〈
史
料
編
〉
２

昭
和
二
八
年
撮
影
航
空
写
真
よ
り
　
阪
急
園
田
駅
周
辺

阪
急
電
鉄
は
昭
和
一
一
年
の
園
田
駅
開
設
と
同
時
に
住
宅
開
発

を
開
始
す
る
。
隣
接
す
る
法ほ
う
か
い
じ

界
寺
（
右
上
）・
善
法
寺
（
下
）・

小
中
島
（
左
）
等
の
集
落
・
農
地
の
な
か
に
、
ま
っ
た
く
異
な

る
景
観
の
住
宅
地
が
出
現
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
阪
市
所
蔵
、
昭
和
三
年
撮
影　

昭
和
三
年
、
大
阪
市
都
市
計
画

局
は
内
務
省
と
共
同
し
、
陸
軍
に
撮
影
を
依
頼
し
て
大
阪
市
域

の
航
空
写
真
を
作
成
し
ま
し
た
。
広
範
囲
の
連
続
航
空
写
真
と

し
て
全
国
的
に
み
て
も
初
期
の
も
の
で
、
縮
尺
八
千
分
の
一
の

三
一
八
枚
が
大
阪
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
現
尼
崎
市
域
南
部
も
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
史
料
館

は
市
域
を
写
し
た
二
四
枚
の
複
製
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
園
田
村
の
藻も

が
わ川
以
西
、
立
花
村
の
う
ち
東
海
道
線
以

北
、
武
庫
村
の
大
部
分
、
大お

お
し
ょ
う
庄
村
の
南
西
部
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
旧
尼
崎
城
下
周
辺
や
阪
神
国
道
（
現
国
道
二
号
）
沿
線

を
中
心
に
新
た
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
城
下
に
隣
接
す
る
南

部
か
ら
神
崎
川
沿
い
の
小
田
村
域
に
か
け
て
工
業
化
が
進
展
す

る
一
方
、
郊
外
や
臨
海
部
新
田
地
帯
は
い
ま
だ
近
世
以
来
の
田

園
風
景
が
広
が
る
様
子
が
み
て
と
れ
ま
す
。

大
阪
市
所
蔵
、
昭
和
一
七
年
撮
影　

昭
和
三
年
の
シ
リ
ー
ズ
と
同

じ
く
、
縮
尺
八
千
分
の
一
の
三
、〇
九
三
枚
が
大
阪
市
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
空
計
画
や
重
要
企
画
の
立
案

審
議
資
料
と
す
る
た
め
、
大
阪
市
が
民
間
会
社
に
委
託
し
て
作

成
し
ま
し
た
。
近
隣
地
域
を
含
め
て
撮
影
さ
れ
、
史
料
館
は
現

市
域
を
網
羅
す
る
一
三
六
枚
の
複
製
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
年
と
比
較
す
る
と
各
所
で
市
街
地
化
が
進
み
、
と
く

に
南
部
で
は
工
場
や
住
宅
密
集
地
が
増
え
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
戦
時
期
作
成
の
た
め
、
防
諜
上
、
住
友
金
属
工
業
鋼
管

製
造
所（
現
新
日
鐵
住
金
）、同
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所（
現
住
友
精
密
）、

山
岡
内
燃
機
（
現
ヤ
ン
マ
ー
）、
古
河
電
気
工
業
と
い
っ
た
大
規

模
軍
需
工
場
や
、
重
要
な
輸
送
施
設
で
あ
る
東
海
道
本
線
神
崎

駅
（
現
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
）
が
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
三
年
撮
影　

戦
後
、
米
軍
が
撮
影
し
た
日
本
全
域
の
航

空
写
真
の
う
ち
、
史
料
館
は
尼
崎
市
域
分
の
大
判
複
製
プ
リ
ン

ト
九
枚
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
航
空
写
真
と
は　
航
空
機
等
か
ら
撮
影
し
た
地
表
の
写
真

を
、一
般
に
航
空
写
真
と
呼
び
ま
す
。
航
空
測
量
の
世
界
で
は
、

空
中
写
真
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
地
表
面

に
対
し
て
垂
直
に
向
け
て
撮
影
し
た
も
の
が
垂
直
写
真
、
そ
の

他
の
写
真
が
斜
め
写
真
に
な
り
ま
す
。

　

地
図
作
成
に
用
い
る
垂
直
写
真
は
、
特
定
の
範
囲
を
面
的
に

カ
バ
ー
し
、
連
続
的
に
撮
影
さ
れ
ま
す
。
資
料
と
し
て
の
正
確

さ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
航
空
カ
メ
ラ
と
い
う
専
用
の
機
材
を

用
い
て
、
と
な
り
合
っ
た
コ
マ
同
士
に
何
％
か
の
重
な
り
が
で

き
る
よ
う
撮
影
ポ
イ
ン
ト
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
作
成

さ
れ
た
垂
直
写
真
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
写
真
だ
け

が
、
国
土
地
理
院
な
ど
の
地
図
作
成
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

垂
直
写
真
は
、
真
上
か
ら
見
た
地
表
の
状
態
が
あ
り
の
ま
ま

に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
富
な
画
像
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
撮
影
時
の
縮
尺
に
よ
り
ま
す
が
、
建
物
一
棟

一
棟
の
屋
根
、
道
路
、
河
川
の
形
状
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
、
地
理
学
の
世
界
で
は
、
撮
影
範
囲
に
重
な
り
が
あ
る
二

枚
を
並
べ
て
立
体
視
す
る
手
法
が
微
細
な
地
形
の
凹お

う
と
つ凸
の
解
析

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
（
本
章
第
一
節
〈
入
門
編
〉「
微
地
形
図
の

作
製
方
法
」
参
照
）。
ま
た
、
写
真
縮
尺
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
距
離
や
面
積
を
計
算
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
史
料
館
所
蔵
の
垂
直
写
真　
地
域
研
究
史
料
館
は
、
大
正
期

以
降
、
近
年
に
至
る
ま
で
の
垂
直
写
真
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

現
市
域
の
全
部
な
い
し
大
部
分
が
収
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、

大
阪
市
が
原
版
を
所
蔵
す
る
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
撮
影
の

シ
リ
ー
ズ
が
も
っ
と
も
古
く
、
次
い
で
昭
和
二
三
年
の
米
軍
撮

影
、
昭
和
二
八
年
の
尼
崎
市
所
蔵
の
シ
リ
ー
ズ
と
続
き
ま
す
。

　

昭
和
三
〇
年
代
以
降
は
、
尼
崎
市
作
成
の
航
空
写
真
に
加
え

て
、
国
土
地
理
院
所
蔵
写
真
の
複
製
プ
リ
ン
ト
も
各
種
所
蔵
し

て
い
ま
す
。そ
の
な
か
か
ら
お
も
な
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

昭和17年撮影（大阪市所蔵）　阪神国道沿線から阪神本線にか
けての土地区画整理などにより、新たな住宅街区が形成されつ
つある。中央部を南北に貫く２本の道路のうち、武庫川に近い
西側の路線が尼

に ほ う

宝線。

昭和3年撮影（大阪市所蔵）　北（上）から順に阪神国道、
旧国道、阪神本線が東西に横切り、中央に大庄尋常高等小
学校。東大島（左上方）・東新田（中央右）・西新田（左下）
の集落の間に、農地が広がっている様子がみてとれる。

昭和48年撮影　高度成長期を経て市域南西部でも農地がほ
ぼ姿を消し、連続する密集市街地が形成されたことがわかる。

昭和28年撮影　戦争をはさんでさらに市街地化が進展。
昭和27年開設の尼崎競艇場（センタープール）がみえる。
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市
域
南
東
部
を
中
心
に
、
空
襲
に
よ
る
焼
け

跡
が
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
様
子
が
み
て
と
れ

ま
す
。
臨
海
部
の
工
場
地
帯
に
は
、
空
襲
被
害

に
加
え
て
地
盤
沈
下
の
た
め
水
没
し
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
疲
弊
し
た
市
域
の
実
態
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

昭
和
二
八
年
撮
影　

戦
災
や
地
盤
沈
下
に
よ
り

地
形
が
大
き
く
変
わ
っ
た
市
域
の
正
確
な
地
図

を
作
成
す
る
た
め
、
尼
崎
市
が
民
間
会
社
に
撮

影
を
依
頼
し
て
作
成
し
た
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
標

定
図
に
よ
れ
ば
、
七
七
枚
の
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
確
認
で
き
る
プ
リ

ン
ト
は
五
一
枚
で
す
。

　

こ
の
航
空
写
真
を
も
と
に
、都
市
計
画
図（
白

地
図
）
を
は
じ
め
各
種
の
市
域
図
が
作
成
さ
れ
、

戦
災
復
興
都
市
計
画
の
立
案
に
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
作
成
主
体
不
詳
で
す
が
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
接
合
し
た
「
尼
崎
全
市
航
空
写

真
集
成
図
」（
次
頁
掲
載
）
を
裏
面
に
掲
載
す
る

縮
尺
一
万
五
千
分
の
一
の
「
最
新
尼
崎
市
街

地
図
」（
一
九
五
四
）
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
使
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
二
三
年
と
比
較
す
る
と
、
焼
け
跡
だ
っ

た
場
所
に
建
物
が
建
ち
並
び
、
五
年
間
の
復
興

の
過
程
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
尼
崎

市
と
西
宮
市
が
合
併
を
争
い
、
住
民
投
票
の
結

果
昭
和
二
六
年
に
西
宮
市
と
合
併
し
た
旧
鳴
尾

村
の
ほ
ぼ
全
域
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
航
空
写
真
を
使
う
―
解
析
事
例
―　
か
つ
て

　
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
撮
影
（
推
定
）

　
寺
町
・
尼
崎
第
三
尋
常
小
学
校
付
近

　

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
撮
影
年
代
が
も
っ

と
も
古
い
市
域
撮
影
航
空
写
真
で
す
。
東
西
約
七
〇
〇

ｍ
、
南
北
約
五
〇
〇
ｍ
の
範
囲
を
撮
影
し
て
お
り
、
北

は
現
在
の
阪
神
尼
崎
駅
北
側
か
ら
南
は
五
合
橋
交
差
点

ま
で
が
写
っ
て
い
ま
す
。
大
正
期
に
お
け
る
市
の
重
要

課
題
で
あ
っ
た
、
阪
神
電
鉄
の
停
留
場
移
転
問
題
に
関

連
し
て
撮
影
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
航
空
写
真
に
は
撮
影
年
代
の
記
録
が
な
く
、
大

正
一
二
年
撮
影
と
推
定
す
る
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
大
正
一
二
年
三
月
竣
工
の
尼
崎
共
立
銀
行
本
店
が

写
っ
て
い
る
。

②
大
正
一
二
年
九
月
頃
竣
工
の
兵
庫
県
農
工
銀
行
尼
崎

支
店
が
建
設
中
と
思
わ
れ
る
。

③
昭
和
四
年
一
一
月
着
工
の
尼
崎
信
用
組
合
新
本
部
事

務
所
が
未
着
工
。

「尼崎全市航空写真集成図」　昭和28年撮影航空写真を接合したもの。
「最新尼崎市街地図」（作成主体不詳、1954）の裏面に掲載されている。
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南
城
内
に
あ
っ
た
国
鉄
尼
崎
港
駅
か
ら
西
に
向
か
う
貨
物
線

は
、
い
つ
敷ふ

せ
つ設
さ
れ
、
ど
ん
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
。
航
空

写
真
は
、こ
う
い
っ
た
疑
問
に
視
覚
的
に
こ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

　

国
鉄
尼
崎
港
駅
は
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
、
川
辺

馬
車
鉄
道
の
駅
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
尼
崎
停
車
場
と

い
う
名
称
で
し
た
。
そ
の
後
、
管
理
運
行
す
る
鉄
道
事
業
者
が
摂

津
鉄
道
、
阪は

ん
か
く鶴
鉄
道
と
変
わ
り
ま
す
。
明
治
三
一
年
六
月
に
は
東

海
道
線
に
接
続
す
る
連
絡
線
が
完
成
し
、
長な

が
す洲

～
尼
崎
間
は
阪

鶴
線
の
支
線
と
な
り
ま
し
た
。明
治
四
〇
年
八
月
に
国
有
化
さ
れ
、

昭
和
二
四
年
一
月
に
は
尼
崎
駅
の
名
称
を
現
在
の
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅

に
譲
り
、
尼
崎
港
駅
と
改
称
し

ま
す
。
昭
和
五
六
年
三
月
末
を

も
っ
て
旅
客
運
行
が
廃
止
さ
れ

貨
物
の
み
と
な
り
、
昭
和
五
九

年
一
月
末
に
は
路
線
と
と
も
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
経
緯

を
も
つ
尼
崎
港
駅
は
、
廃
止

に
至
る
ま
で
、
路
線
図
の
上

で
は
一
貫
し
て
終
端
駅
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際

に
は
、
駅
か
ら
西
に
向
か
っ

て
伸
び
る
線
路
が
存
在
し
て

い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
専

用
鉄
道
（
専
用
線
）
と
呼
ば
れ

る
こ
の
種
の
路
線
は
、
国
鉄

の
記
録
に
も
残
っ
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
、
敷
設
時
期
の

わ
か
ら
な
い
路
線
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

斜め写真（鳥
ちょうかん
瞰写真）の一例　阪急武庫之荘駅・武庫之荘住宅地から北西方向、武庫川方面を望む。昭和35年撮影。

　武庫川の手前、右手（北）から順に、常
つねよし

吉の集落（写真右端）、同村須
す さ の お

佐男神社の鎮守の森、東武庫の集落と同村
須佐男神社の森、西武庫須佐男神社の森、西武庫の集落がみえます。このうち常吉須佐男神社は昭和37年に集落
の北側に移転したため、現在はこの位置にはなく、かわって同地付近に西武庫公園が広がっています。
　斜め写真は風景写真として使いやすく、また、垂直写真とは異なる性格の情報が得られます。尼崎市広報課が昭
和30年代以降、おおむね10年間隔で撮影した市内各所の斜め写真が史料館に移管されており、この写真もそのう
ちの1枚です。

昭
和
一
七
年
（
大
阪
市
所
蔵
）

　

こ
の
路
線
の
敷
設
年
代
を
さ
ぐ
る
た
め
、
駅
が
位
置
す
る
城

内
地
区
周
辺
の
航
空
写
真
を
時
代
順
に
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
一
七
年
・
二
二
年
航
空
写
真　

駅
か
ら
西
に
向
か
う
線
路

は
、
昭
和
一
七
年
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
二
年
に
は

住
友
金
属
と
旭
硝
子
の
二
方
向
に
向
か
う
線
路
が
確
認
で
き
る

の
で
、
こ
の
区
間
が
敷
設
さ
れ
た
の
は
太
平
洋
戦
争
末
期
と
推

測
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
調
べ
た
結
果
、
昭
和
一
九

年
・
二
〇
年
の
『
尼
崎
市
事
務
報
告
書
』
に
、「
尼
崎
貨
物
線

延
長
ノ
件
」と
い
う
項
目
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
市

内
軍
需
生
産
物
資
輸
送
上
の
隘あ

い
ろ路
打
開
の
為
」、
住
友
金
属
工

業
鋼
管
製
造
所
と
旭
硝
子
尼
崎
工
場
へ
の
延
長
線
を
新
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
昭
和
一
九
年
に
設
計
を
確
定
し
、
翌
二
〇
年
に

着
工
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、

列
車
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
時
期
ま
で
は
判
明
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
国
有
鉄
道
の
記
録
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
線

路
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
が
保
有
す
る
専
用
線
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。ま
た
昭
和
一
九
年
の『
尼
崎
市
事
務
報
告
書
』に
は「
尼

崎
駅
拡
張
ノ
件
」
と
し
て
、
昭
和
一
九
年
度
に
駅
東
側
を
運
輸

通
信
省
（
当
時
国
有
鉄
道
事
業
を
所
管
）
が
買
収
し
、
駅
構
内
施

設
を
拡
張
整
備
中
と
あ
り
ま
す
。
両
写
真
を
比
較
す
る
と
、
荷

揚
げ
場
を
埋
め
立
て
て
、
東
側
の
貨
物
ヤ
ー
ド
が
さ
ら
に
東
へ

拡
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

昭
和
三
六
年
航
空
写
真　

昭
和
三
二
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た

第
二
阪
神
国
道
（
現
国
道
四
三
号
）
は
、
尼
崎
港
駅
の
す
ぐ
北

側
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
庄し

ょ
う
げ
が
わ

下
川
橋
と
大だ
い
も
つ
が
わ

物
川

橋
は
完
成
し
、
昭
和
三
三
年
九
月
に
着
工
し
た
尼
崎
高
架
橋
が

建
設
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
四
九
年
航
空
写
真　

第
二
阪
神
国
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
形

で
阪
神
高
速
道
路
大
阪
西
宮
線
が
計
画
さ
れ
、
南
城
内
地
区

へ
の
尼
崎
集
約
料
金
所
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
料
金
所
は
南

北
の
幅
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
た
め
、
尼
崎
港
駅
構
内
の
一

部
上
空
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
兵
庫
地
区
の
工

事
は
昭
和
四
五
年
四
月
に
着
工
さ
れ
、
写
真
に
は
工
事
を
進
め

る
様
子
が
写
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
西
宮
線
の
兵
庫
地
区
は
昭
和

五
六
年
六
月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
大
阪
西
宮
線

の
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
〇
年
航
空
写
真　

福
知
山
線
尼
崎
支
線
（
尼
崎
港
線
）
の

塚
口
～
尼
崎
港
駅
間
が
昭
和
五
九
年
一
月
三
一
日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
こ
の
専
用
線
も
廃
止
と
な
り
、
庄

下
川
・
旧
左さ

も
ん
ど

門
殿
川
に
架
か
っ
て
い
た
鉄
橋
も
撤
去
さ
れ
て
い

ま
す
。
画
面
の
左
下
へ
向
か
っ
て
い
た
住
友
金
属
へ
の
専
用
線

は
、
こ
れ
よ
り
早
く
昭
和
五
〇
年
頃
に
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
航
空
写
真
に
は
他
の
史
料
で
は
得
ら
れ
な
い

情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
年
代
の
航
空
写
真
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
そ
の
間
の
変
化
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
地
域

の
変
遷
を
調
べ
る
に
は
、
格
好
の
史
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

〔
執
筆
者
〕
地
域
研
究
史
料
館
（
担
当　

西に
し
む
ら村
豪ご
う

）

昭
和
六
〇
年
（
同
上
）

昭
和
四
九
年
（
同
上
）

昭
和
三
六
年

（
国
土
地
理
院
撮
影
）

昭
和
二
二
年

（
米
軍
撮
影
、
国
土
地
理
院
提
供
）

常吉

常吉須佐男神社

東武庫、同須佐男神社
西武庫須佐男神社

西武庫

阪急武庫之荘駅
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第
Ⅲ
部
第
一
章
「
尼
崎
の
地
理
・
地
形
」
第
二
節
〈
史
料
編
〉

第
Ⅲ
部
第
一
章
「
尼
崎
の
地
理
・
地
形
」
第
二
節
〈
史
料
編
〉

第
二
節
〈
史
料
編
〉
３

近
世
の
字
が
記
さ
れ
た
天
保
一
四
年「
椎し
ど
う堂
村
絵
図
」

（
門
田
隆
夫
氏
文
書
、
部
分
）

地
名
を
調
べ
る
た
め
の

基
本
文
献

　
「
地
名
」
の
定
義　
「
地
名
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
。

一
般
に
、
国
や
地
方
、
都
市
、
町
村
と
い
っ
た
特
定
の
場
所
、

あ
る
い
は
自
然
の
地
形
な
ど
を
表
す
名
称
が
「
地
名
」
で
す
。

　

私
た
ち
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
地
名
は
、
歴

史
上
の
ど
こ
か
の
時
点
で
生
ま
れ
、
定
着
し
た
も
の
で
す
。
土

地
の
歴
史
や
成
り
立
ち
が
表
れ
て
い
る
の
で
、
地
名
を
調
べ
る

こ
と
は
そ
の
土
地
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
名
の
種
類
と
調
べ
方　
人
間
の
開
発
の
手
が
及
ん
で
い
な

い
土
地
の
呼
称
、
山
、
川
、
海
、
森
、
原
、
野
と
い
っ
た
地
名

を
自
然
地
名
と
い
い
ま
す
。
尼
崎
地
域
周
辺
の
自
然
地
名
で
、

古
代
に
起
源
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
猪
名
川
、
武
庫

川
、
昆こ

や

の
陽
野
、
猪い

な

の
名
野
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

や
が
て
こ
う
い
っ
た
土
地
が
開
発
さ
れ
、
人
々
の
生
活
が
営

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
田
地
や
集
落
の
呼
び
名
が
登
場
し
ま

す
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
現
尼
崎
市
域
に
あ
っ
た
荘
園
猪い

な
の
し
ょ
う

名
荘

の
絵
図
で
あ
る
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）「
摂せ
っ
つ津
職し
き

河か
わ
の
べ辺
郡ぐ
ん

猪い
な
し
ょ

名
所
地ち

ず図
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
、
本
書
第
Ⅰ
部
掲
載
）

に
は
、「
浄
道
田
」「
塩
垂
田
」「
小
浜
田
」
と
い
っ
た
多
く
の

田
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
、
人
々
の
営
み
に
よ
り
生
ま
れ
、
命
名
さ
れ
る

地
名
を
人
文
地
名
と
い
い
ま
す
。
下
段
に
、
土
地
支
配
制
度
と

人
文
地
名
の
歴
史
的
変
遷
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

で
は
次
に
、
地
名
を
調
べ
る
た
め
の
基
本
文
献
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
現
市
域
の
地
名
に
関
す
る
基
礎
デ
ー

タ
を
整
理
・
解
説
す
る
基
本
参
考
文
献
が
何
冊
も
刊
行
さ
れ
て

い
る
の
で
、こ
れ
ら
を
効
果
的
に
活
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
地
名
辞
典
類　
市
域
の
大お

お
あ
ざ字
及
び
お
も
な
歴
史
地
名
を
調
べ

る
こ
と
の
で
き
る
辞
典
と
し
て
、『
尼
崎
地
域
史
事
典
』、
角
川

書
店
発
行
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
28
「
兵
庫
県
」、
平
凡

社
発
行
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
九
巻
「
兵
庫
県
の
地
名
」

　

土
地
支
配
制
度
と
人
文
地
名
の
歴
史
的
変
遷

　
古
代
の
地
名
―
国
郡
里
制
―　
古
代
律
令
制
の
も
と
、
大

化
五
年
（
六
四
九
）
の
評
こ
お
り
制
に
よ
り
国
―
評
―
五
〇
戸
、
さ

ら
に
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
成
立
し
た
大
宝
律
令
に
よ
り

国
―
郡こ

お
り
―
里さ
と

（
の
ち
に
郷
）
と
い
う
地
方
制
度
が
定
め
ら
れ

ま
す
。
現
市
域
は
、
摂
津
国
の
河
辺
郡
と
武
庫
郡
に
属
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
〇
世
紀
前
半
に
編
ま
れ
た
漢
語
辞
書
『
和わ

み
ょ
う名
類る
い
じ
ゅ
う聚
抄し
ょ
う』

は
、
河
辺
・
武
庫
両
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
八
郷
を
記
し
、
こ
の
う

ち
河
辺
郡
の
為い

な奈
郷
や
武
庫
郡
の
武
庫
郷
・
雄お

た田
郷
な
ど
が
、

現
市
域
の
一
部
に
あ
た
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
に
は
、
国
家
に
よ
る
地
名
表
記
の
指
針
も
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
風ふ

ど

き
土
記
作
成
の
詔
み
こ
と
の
り

に
「
畿
内
七
道
諸
国
の
郡
郷
名
は
好よ
き
じ字
を
着つ

け
よ
」
と
あ
り
、

延
長
五
年
（
九
二
七
）
成
立
の
「
延
喜
式
」
巻
二
二
民
部
上

に
は
「
お
よ
そ
諸
国
部
内
の
郡
里
等
の
名
、
並
び
に
二
字
を

用
い
、
必
ず
嘉よ

き
な名
を
取
れ
」
と
あ
り
ま
す
。
縁
起
の
良
い
漢

字
二
字
を
地
名
に
用
い
る
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

中
世
か
ら
近
世
へ
―
自
然
集
落
の
成
立
―　

古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
、
現
市
域
に
も
椋く

ら
は
し
の
し
ょ
う

橋
荘
・
猪い
な
の
し
ょ
う

名
荘
・

長な
が
す
の
し
ょ
う

洲
荘
・
生
島
荘
・
大
島
雀さ
さ
べ
の
し
ょ
う

部
荘
、
あ
る
い
は
塚
口
郷
・

富と
ま
つ松
郷
・
浜
郷
と
い
っ
た
荘
園
や
集
落
が
成
立
し
ま
す
。
未

墾
地
開
発
者
の
名
を
と
っ
た
名み

ょ
う
で
ん田も
生
ま
れ
ま
し
た
。
武
庫

地
区
の
時と

き
と
も友
・
友と
も
ゆ
き行
・
常つ
ね
よ
し吉
・
常つ
ね
ま
つ松
と
い
っ
た
村
名
は
、
野

間
荘
や
武
庫
荘
の
名
田
か
ら
生
ま
れ
た
集
落
地
名
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
世
後
期
に
は
、
自
然
集
落
を
単
位
と
す
る
村
切
り
が
行

な
わ
れ
、
近
世
の
基
本
支
配
単
位
で
あ
る
村
（
近
世
村
）
が

成
立
し
ま
す
。
同
時
に
、
田
畑
や
居
住
地
の
区
画
ご
と
に
土

地
名
称
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
近
世

の
検
地
帳
な
ど
に
記
さ
れ
る
字あ

ざ

名
で
す
。

Ⅰ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
各
地
名
の
史
料
上
の
初
見
や
由
来
、
領

知
関
係
・
石こ
く
だ
か高
・
寺
社
・
所
在
す
る
遺
跡
、
近
代
以
降
の
行
政

地
名
な
ど
と
い
っ
た
基
礎
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

地
名
を
調
べ
る
方
の
多
く
が
も
っ
と
も
関
心
を
持
つ
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の
命
名
由
来
・
理
由
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う

な
由
来
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
大
字
レ
ベ
ル
で
考
察
可
能
な
地

名
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
種
類
の
辞
典
に
よ
り
、
現
段
階
の
通

説
的
解
説
が
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
辞
典
の
編
集
方
針

に
よ
り
、
収
録
す
る
地
名
及
び
掲
載
情
報
の
範
囲
が
異
な
っ
て

お
り
、
由
来
の
考
察
に
つ
い
て
も
解
釈
の
違
い
が
あ
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
各
辞
典
を
参
照
し
、
総
合
的
・
複
合
的
に
調
べ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
各
地
名
の
初
見
情
報
に
限
っ

て
リ
ス
ト
化
し
た
も
の
に
、『
地
域
史
研
究
』
第
九
巻
第
三
号

掲
載
の
地
域
研
究
史
料
館「
尼
崎
市
域
地
名
の
史
料
上
の
初
見
」

が
あ
り
ま
す
。

　
小こ

あ
ざ字
を
調
べ
る　
小
字
を
網
羅
し
て
由
来
を
解
説
し
た
文
献

は
現
在
の
と
こ
ろ
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
小
字
を
調
べ
る
場
合
は

調
査
者
自
身
が
検
討
・
考
察
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

市
域
の
小
字
を
一
覧
で
き
る
文
献
と
し
て
は
、『
尼
崎
市
史
』

第
一
〇
巻
、『
尼
崎
の
地
名
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
神
戸
史
学
会

創
立
五
〇
周
年
記
念
刊
行
物
と
し
て
『
神
戸
・
阪
神
間
小
字
名

集
』の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
字
ご
と
に
、

明
治
初
年
の
地
租
改
正
以
降
の
小
字
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

市
史
第
一
〇
巻
は
、
市
域
図
に
全
大
字
・
小
字
を
表
示
し
た

付
図
「
尼
崎
市
小
字
図
」
を
添
付
し
て
い
る
ほ
か
、
史
料
に
よ

り
近
世
の
字あ

ざ

が
判
明
す
る
大
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
明
治
初
年
以
降
の
小
字
は
、
こ
の
近
世
の
字
を
統

合
し
て
新
た
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
方『
尼
崎
の
地
名
』

は
、
町
名
改
正
・
住
居
表
示
等
の
経
過
一
覧
や
地
名
索
引
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
基
礎
デ
ー
タ
の
集
成
と
い
う
点
で
、
こ
の
二

冊
は
尼
崎
地
域
地
名
研
究
の
基
本
文
献
と
い
え
ま
す
。

　
地
名
研
究
の
方
法
に
学
ぶ　
由
来
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
地
名
を
自
身
で
調
べ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
本
節
１
及
び
第
四
章
第
二
節
〈
史
料
編
〉
に
紹

介
す
る
絵
図
・
地
図
類
に
よ
り
地
理
的
立
地
や
地
形
の
特
徴
を

確
認
し
、
第
五
章
第
二
節
〈
史
料
篇
〉
４
に
紹
介
す
る
地
誌
類

に
よ
り
地
名
伝
承
な
ど
を
さ
ぐ
る
の
も
、ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
先
行
す
る
地
名
研
究
か
ら
調
査
・
研
究
方

法
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。
た
と
え
ば
『
尼
崎
の
地

名
』
に
渡
辺
久
雄
氏
が
執
筆
し
た
第
一
章
「
地
名
の
変
遷
」
第

二
章
「
尼
崎
の
地
名
」
は
、
尼
崎
地
域
の
み
な
ら
ず
地
名
研
究

一
般
の
入
門
・
概
説
書
と
し
て
も
非
常
に
有
意
義
な
内
容
で

す
。
地
名
研
究
を
こ
こ
ろ
ざ
す
方
は
、
ぜ
ひ
一
読
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
さ
き
に
あ
げ
た
地
名
辞
典
類
が
記
す
地
名

由
来
や
、
本
章
第
一
節
〈
入
門
編
〉「
四
、
地
名
研
究
」
に
紹

介
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
事
例
な
ど
も
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ

う
。
本
章
第
三
節
〈
実
践
編
〉
１
に
実
践
事
例
と
し
て
、「
地

名
研
究
―
「
尼
崎
」
と
い
う
地
名
、
小
字
調
査
―
」
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
参
照
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

地
名
研
究
と
い
う
と
、
自
由
に
想
像
を
働
か
せ
て
、
言
葉
の

連
想
だ
け
で
好
き
勝
手
な
由
来
を
披
瀝
す
る
事
例
も
と
き
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
あ
げ
た
先
行
研
究

を
み
れ
ば
、
史
料
を
厳
密
に
確
認
し
、
地
図
調
査
や
現
地
調
査

を
十
分
行
な
っ
た
う
え
で
、
合
理
的
に
推
測
で
き
る
場
合
に
限

り
実
証
的
に
考
察
す
る
の
が
地
名
研
究
の
基
本
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
読
者
の
み

な
さ
ん
が
、
ぜ
ひ
こ
う
い
っ
た
姿
勢
に
学
び
、
新
た
な
地
名
研

究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〔
執
筆
者
〕
地
域
研
究
史
料
館
（
担
当　

辻つ
じ
か
わ川
敦あ
つ
し）

　
近
代
―
大お
お
あ
ざ字
と
小こ
あ
ざ字
―　
近
代
に
入
る
と
、
従
来
の
国

に
替
わ
っ
て
府
県
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
始
ま
る
地
租
改
正
に
際
し
、
近
世
に
は
土
地

一
筆
ご
と
の
名
称
で
あ
っ
た
字
名
を
統
合
し
、
新
た
な
字
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
域
の
椎し

ど
う堂
村
を
例
に
と
る
と
、
四

～
一
五
の
字
が
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
村
全
体
で

一
四
四
あ
っ
た
字
が
一
九
字
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（『
尼

崎
の
地
名
』
に
よ
る
）。

　

明
治
二
二
年
に
は
市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
現
市
域

は
川
辺
郡
に
属
す
る
尼
崎
町
・
小
田
村
・
園
田
村
・
立
花
村
と
、

武
庫
郡
に
属
す
る
大お

お
し
ょ
う庄村
・
武
庫
村
に
な
り
ま
し
た
。
同
時

に
新
た
な
行
政
村
名
と
区
別
す
る
た
め
、
近
世
以
来
の
村
名

を
「
大
字
」、
大
字
と
区
別
す
る
た
め
字
を
「
小
字
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
府
県
―
（
郡
）
―
市
町

村
―
大
字
―
小
字
が
地
名
表
記
の
基
本
と
な
り
、
こ
れ
に
地

番
を
付
し
て
地
所
を
特
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
近
世
に
村
で
は
な
く
町
場
で
あ
っ
た
旧
尼
崎
城
下

で
は
、
近
世
尼
崎
町
を
構
成
し
た
大だ

い
も
つ物
町
・
辰
巳
町
と
い
っ

た
町
名
が
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
代
―
町
名
改
正・住
居
表
示
―　
昭
和
年
代
に
入
る
と
、

阪
神
国
道（
現
国
道
二
号
）沿
線
な
ど
を
皮
切
り
に
耕
地
整
理
・

土
地
区
画
整
理
が
行
な
わ
れ
、
市
域
の
市
街
地
化
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
町
名
改
正
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に

昭
和
三
七
年（
一
九
六
二
）に
は「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」

が
定
め
ら
れ
、
大
字
―
小
字
―
地
番
に
替
え
て
町
名
―
街
区

符
号
―
住
居
番
号
と
い
う
表
示
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
現
尼
崎
市
役
所
の
所
在
地
は
、
町
名

が
東
七な

な
ま
つ松
町
一
丁
目
、
街
区
符
号
が
二
三
番
、
住
居
番
号
が

一
号
で
す
。
町
名
改
正
が
実
施
さ
れ
る
以
前
は
大
字
七な

な
つ
ま
つ松

の
小
字
上う

え
ま
つ
だ

松
田
（
一
部
は
小
字
井い
か
わ替
リ
）
で
、
四
三
〇
番
代
・

四
五
〇
番
代
・
四
六
〇
番
代
の
地
番
が
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　
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